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┌─┐
｜１｜「県・市町村青少年相談担当職員研修会」実施要項を決定　　　　
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　増え続ける中学生不登校の中には、進学可能な高校が見えて来ない
　　ことへの不安から、卒業後の進路に悩む親子が数多くいます。
　　　高校生活の不安やトラブル等を抱えて精神的に不安定な状態に陥っ
　　た生徒の中には、ひきこもり状態が長期化して、進路変更を迫られる
　　場合もあります。
　　　こうした中・高校生や親御さんが抱えている不安を相談現場から報
　　告するとともに、高校等における多様な学び方の実例を紹介しながら、
　　「学びなおし」の支援について考えます。
　
　　　【研修会】
　　　　日　時：令和元年１２月２６日（木）13:00～
　　　　会　場：群馬県公社総合ビル　ホール（前橋市大渡町1-10-7）　　
　　　　テーマ：
　　　　『不登校・ひきこもり状態から一歩前へ進める　
　　　　　　　　　　～　中・高生の「学びなおし」を支援する　～』
　　　　内　容　進行役　石川京子氏（ＮＰＯ法人リンケージ理事長）　　　
　　　　　①対談
　　　　　　　テーマ　「不登校生が抱える不安感と、その対応」
　　　　　　　　ゲスト　みどりクリニック院長　鈴木　基司氏　　　　　
　　　　　②パネルディスカッション（第１部）
　　　　　　　テーマ　「中・高の不登校生が抱えている不安」
　　　　　　　　パネリスト
　　　　　　　　　県立太田女子高校　養護教諭　二渡　美典氏
　　　　　　　　　さくらんぼの実る頃　代表　湯浅　やよい氏
　　　　　③パネルディスカッション（第２部)
　　　　　　　テーマ　「多様な学び方ができる高校等の実態」
　　　　　　　　パネリスト
　　　　　　　　　県立前橋清陵高校　副校長　小瀧　和人氏　
　　　　　　　　　群馬県私立通信制高校等連絡協議会 　丸山　昌利氏
　　　　定員　３００人（先着順）
　　
　　　申込み方法など詳細は別添実施要項をご覧ください。
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　　　これまでの研修会の内容が県ＨＰでご覧いただけます。
　　　　https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00002546.html
　　
┌─┐
｜２｜上毛新聞視点　学びの場の可能性～幸せな「自分の居場所」～　　　
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　館林市でフリースクールを運営する安楽岡優子さんが、上毛新聞
　　視点（2019.8.25）に「学び場の可能性」で投稿されました。

　　　館林市教委がフリースクールに対する「出席扱いのガイドライン」
　　を策定したことで、各学校長が出席扱いを認める流れができたことが
　　紹介されています。

　　　学校や適応指導教室が合わない子が、別の学び場に出合うまでには
　　課題が多くあるものの、学びの機会を求めている子どもたちに社会全
　　体で応えていく必要性を訴えています。

　　　この記事について、本人及び上毛新聞社に二次利用の許諾をいただ
　　いているので、添付資料をご活用ください。

┌─┐
｜３｜9/22　ひきこもり支援「ひきこもり当事者家族の立場からの体験談」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　  　ひきこもり当事者と家族が集い交流している「太田道草の会」では、
　　足利市で「ひきこもりの居場所」の運営に携わっていた方を講師に招
　　いて、当事者の家族の立場からの体験談をお聴きします。
　　　この機会に皆さまと一緒に学び合うことができたら幸いです。

　　　【体験談】
　　　　日時： 9月22日 (日) 13:30〜16:00
　　　　会場： 太田市福祉会館 2F 第1会議室  (太田市飯塚町1549)
　　　　演題：「ひきこもり当事者家族の立場からの体験談」
　　　　講師： KHJ支部　NPO法人とちぎ「ベリー会」
　　　　　　　　前副理事　斉藤　悦子氏
               ＊足利市でひきこもり居場所の運営に携わる

　　　　参加費 :  500円
　　　　対象 :  どなたでも参加できます。
            　　予約は不要です。直接お越し下さい。
　　　　お問合せ「太田道草の会」 
　　　　　　柴田昌子 080-1148-5639　 0276-48-9760
            飯田光子 FAX 0276-56-5404

┌─┐
｜４｜9/29　自殺予防講演会「自分のいのちと心を守るには」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　自殺は他人ごと？　死にたいと思うことは変なこと？　自分のごと
　　として一度とらえることで、今をどう生きるのかが見えてくるかもし
　　れません。

　　　生きづらさを抱えたとしても、自分や他者の人生を生きる力を信じ
　　られるように、一緒に考える時間になれば幸いです。

　　　群馬県こころの健康センターでは、小学校から大学まで12年間にわ
　　たり自殺予防教育として「いのちの授業」を行ってきた尾角光美氏
　　を講師に招いて講演会を行います。
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　　　【自殺予防講演会】 　　　　　　
    　　日時：9月29日（日）14：00～16：00
　　　　会場：群馬県社会福祉総合センター　8階大ホール
　　　　　　　（前橋市新前橋町13-12　　TEL　027-255-6000）
　　　　演題：「自分のいのちと心を守るには」
　　　　講師：一般社団法人「リヴオン」代表　尾角　光美氏
　　　　定員：300人（先着順　入場無料）
　　　　　　　
　　　席にまだ余裕があります。
　
　　＜参加申込み・問合せ先＞
　　　　群馬県こころの健康センター　企画研修係　TEL　027-263-1166
　　　　詳細は県ＨＰから　
　　　　　　https://www.pref.gunma.jp/07/p117_00013.html

┌─┐
｜５｜10/6　群馬県私立通信制高校等連絡協議会「設立記念フォーラム」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　群馬県私立通信制高校等連絡協議会では、さまざまな要因で学校行
　　きづらくなっている中学生や高校生の抱えている不安に向き合い、本
　　人に寄り添った支援の在り方を考えるためのフォーラムを開催します。

　　　講師には、前橋市教育委員会が取り組んでいる中学生の不登校支援
　　「オープンドアーサポーター事業」、群馬県子育て・青少年課による
　　「高校中退者等支援事業」の訪問支援業務を受託し、本人に寄り添っ
　　た支援に取り組んでいる、ＮＰＯ法人「カウンセリング＆コミューケ
　　ーション・μ（ＣＣＭ）」代表、山本泉氏にお願いしました。

　　　【フォーラム】
　　　　日時：10月6日(日）13:00～15:30
　　　　会場：中央カレッジグループ本部６階大講義室（１００名収容）
　　　　　　　（前橋市古市町１－４９－１　新前橋駅東口徒歩２分）　
　　　　　※会場には駐車場がありますが、台数に限りがございます。
　　　　　　当日係員の誘導指示に従って駐車をお願いします。
　　　　　　駐車場内での事故等には、責任を負いかねます。

　　　　対象：学校・行政・福祉・医療などの子どもの支援者
　　　　　　　不登校に悩む当事者、保護者
　　　　内容：基調報告（13：10～14：00）
　　　　　　　「中・高生の抱える不安に向き合う現場から」
　　　　　　　　講師　山本泉氏（ＣＣＭ代表）
　　　　　　　パネルディスカッション（14：15～15：15）　
　　　　　　　　コーディナーター　佐藤博之氏（前・前橋市教育長）　
　　　　　　　　パネリスト　清水　洋　氏
　　　　　　　　　　　　　　（群馬県私立通信制高校等連絡協議会会長　
　　　　　　　　　　　　　　　クラーク記念国際高校前橋キャンパス校長）
　　　　　　　　　　　　　　湯浅　やよい氏（不登校の子どもの親の会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくらんぼの実る頃　代表）
　　　　　　　　　　　　　　山本　泉　氏　（CCM代表）
　　　　　　　連絡協議会からのメッセージ（15：15～15：30　）

　　　　参加費：無料（定員100名　先着順）
　　　　
　　　　申し込み方法　
　　　　　gunma@wasegaku.ac.jp(わせがく高校太田キャンパス)宛に
　　　　　件名「フォーラム参加希望」とご記入いただき、所属と参加
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　　　　される方のお名前をご記入いただき送信してください。

　　　９月３０日締め切り　当日も席に余裕があれば、当日受付可能

　　　＊群馬県私立通信制高校等連絡協議会は9月2日に設置されました。
　　　　詳細は添付資料をご覧ください。
　　　　なお記事は上毛新聞社に二次利用の許諾をいただきました。

┌─┐
｜６｜10/20　ひきこもり支援講演会「家族がひきこもりにどう対応するか」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　   ひきこもり経験者・家族が仲間とともに明るく前向きに歩き、学び・
   成長することを目的とする団体、ＫＨＪ群馬「はるかぜの会」では、 　
 　ひきこもり支援講演会を開催します。
 
　　　【ひきこもり支援講演会】 　　　　　　
    　　日時：10月20日（日）
　　　　　　　講演会13：30～16：00
　　　　　　　会員間の交流タイム16：00～16：30
　　　　会場：県庁昭和庁舎11会議室
　　　　演題：「家族がひきこもりにどう対応するか」
　　　　　　　　　～当事者経験を踏まえて～
　　　　講師：ヒューマン・スタジオ代表兼相談員
　　　　　　　　丸山康彦氏
　　　　対象：家族および関心のある方
 
　　　【パーチの会】
　　　　日時：10月20日（日）13：30～16：30
　　　　会場：県庁昭和庁舎22会議室
　　　　内容：本人・経験者の居場所活動

　　　＜申込み、お問い合わせ＞　 　　　　　
　　　　　KHJ群馬はるかぜの会　TEL　080-9373-4760
　　　　　　　　　　　　　　　harukazenokai.gunma@au.com

　　　KHJ全国ひきこもり家族会連合会活動の詳細はＨＰをご覧ください。
　　　　　http://www.khj-h.com

┌─┐
｜７｜10/24　ひきこもり家族教室「ひきこもりとは」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　ひきこもり支援センター（県こころの健康センター内）では、ひき
　　こもりに悩んでいる家族を対象に家族教室を開催します。　　
　　　　
　　　ひきこもりに関する知識や情報、ちょっとした声かけの工夫などを
　　学びながら、ご家族自身の気持ちにゆとりを持つ機会にしませんか。
　　　家族の気持ちの安定が、本人の気持ちにも影響を与え、本人の状態
　　良くなるという研究結果があります。

　　　初めての方は個別の相談を受けた後、必要に応じて家族教室にご案
　　内しています。支援者の見学も受け入れています。希望される方は事
　　前に連絡をお願いします。

　　　【家族教室】
　　　　教　室：10月24日（木）13:30～16:00
　　　　内　容：「ひきこもりとは」     　
　　　　会　場：県こころの健康センター　１階「いこいのサロン」
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　　　　　　　　（前橋市野中町368）　
　　　　申込先：ひきこもり支援センター
　　　　　　　　　専用ダイヤル　027-287-1121
 
┌─┐
｜８｜民間活動団体等の紹介　ＮＰＯ法人「エンパワメントぐんま」
└─┘━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　    私たちは女性と子どもの人権を守るために、子どもへの暴力防止の活
　　動や子育て支援等の活動を行っています。
　　
　　　ＣＡＰ（子どもへの暴力防止）プログラムを県内の小学校や児童養護
　　施設などで実施しています。子どもがいじめられたり、性虐待にあった
　　り、不審者にあった時に何ができるかを、ロールプレイや話し合いを通
　　して教えていきます。
　　
　　　また、小・中学生向けの安心・自信の相談でんわを16年間にわたって
　　行ってきました。
　　　2017年から「シングルマザー対象の子育てくつろぎカフェ」を前橋市
　　内で行っています。シングルマザーならではの悩みを共有したり、情報
　　交換しています。どうぞ気軽にいらしてください。
　　
　　　活動の詳細はＨＰをご覧ください。
　　　　https //www.empowerment-gunma.org/　

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
┏━━┓次号は、2019年10月中旬を予定しています。
┃＼／┃本メルマガを、皆様の周りの方にも周知いただければ幸いです。
┗━━┛また、子ども・若者支援に関する情報等の提供もお待ちしています。
│　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
│
│　　　メルマガを新規で受信希望する方は、「所属・氏名・メールアドレ
│　　　ス」を『kowaka-shien@pref.gunma.lg.jp』までお送り下さい。
│＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

┏…　群馬県子ども・若者支援協議会　………………………………………┓
┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
┃▼　事務局　群馬県前橋市大手町１－１－１　子育て・青少年課内　　┃
┃▼　ＴＥＬ　０２７－２２６－２３９３　　　　　　　　　　　　　　┃
┃▼　ＦＡＸ　０２７－２２６－２１００　　　　　　　　　　　　　　┃
┃▼　e-mail　kowaka-shien@pref.gunma.lg.jp　　　　　　　　　　　 ┃
┃▼　 ＨＰ 　http://smilelife.pref.gunma.jp　　　　　　　　　　　┃
┃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ┃
┗……………………………………………………………………………………┛
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令和元年度 群馬県子ども・若者支援協議会 

 令和元年度「県・市町村青少年相談担当職員研修会」実施要項 

１ 趣 旨 

（１） テーマ 
不登校・ひきこもり状態から一歩前へ進める ～ 中高生の「学びなおし」を支援する ～ 

（２） 設定のねらい 
   増え続ける中学生不登校の中には、進学可能な高校が見えて来ないことへの不安から、卒業後の進

路に悩む親子が数多くいる。高校生活の不安やトラブル等を抱えて精神的に不安定な状態に陥った生

徒の中には、ひきこもり状態が長期化して、進路変更を迫られる場合もある。なかには身体的な症状が

顕著に現れて医療機関の受診につながるケースもある。 

   こうした中・高校生や親御さんが抱えている不安を相談現場から報告するとともに、高校等における

多様な学び方の実例を紹介しながら、「学びなおし」の支援について考える。 

２ 日 時  令和元年１２月２６日（木）１３：００～１６：４０（開場 12:00） 

３ 会 場  群馬県公社総合ビル ホール（前橋市大渡町 1-10-7）   

４ 内 容 

（１）対談(13:10～13:40) 

 ■ テーマ 「不登校生が抱える不安感と、その対応」 

■ ゲスト みどりクリニック院長 医学博士 鈴木 基司氏 

   聞き取り役 臨床心理士  石川 京子氏（ＮＰＯ法人リンケージ 理事長） 

（２）パネルディスカッション 第１部（13:50～15:00） 

   ■ テーマ 「中・高の不登校生が抱えている不安」 

■ コーディネーター 臨床心理士  石川 京子氏 

     パネリスト 

ア 保健室からの報告「生徒が抱えている不安」 

  県立太田女子高校 養護教諭 二渡 美典氏 

      イ 不登校生の親が抱く「我が子の進路への不安」 

         不登校と向き合う親の会 さくらんぼの実る頃 代表 湯浅 やよい氏 

      ウ みどりクリニック院長 鈴木 基司氏 

（３）パネルディスカッション 第２部(15:20～16:30) 

■ テーマ 「多様な学び方ができる高校等の実態」 

   ■ コーディネーター 臨床心理士  石川 京子氏 

パネリスト 

      ア 県立フレックス高校で学ぶ生徒 

         県立前橋清陵高校 副校長 小瀧 和人氏  

      イ 広域通信制高校・サポート校で学ぶ生徒 

         わせがく高等学校 教頭 丸山 昌利氏 

    ウ みどりクリニック院長 鈴木 基司氏 

５ 定員 ３００人（先着順） 

  ・教員、教育関係者、青少年支援担当者、民間支援者、県・市町村職員等 
  ・１２月９日（月）までに、メール、ＦＡＸにて参加受付 

・質問したい場合は、参加申込時に質問項目を提出（様式自由）  
 
 
 
 
 
 

【申し込み・質問受付・問い合わせ先】 
 群馬県こども未来部 子育て・青少年課 青少年育成係 担当（相馬・飯塚） 
 〒371-8570 前橋市大手町１－１－１ 
  電話 027-226-2393 FAX 027-226-2100  

E-mail kowaka-shien@pref.gunma.lg.jp 



（別紙）

群馬県子育て・青少年課青少年育成係あて

（FAX：０２７－２２６－２１００）

（E-mail：kowaka-shien@pref.gunma.lg.jp）

№ 氏名 所属・役職 備考

1

2

3

4

5

■質問事項（任意）

令和元年　　　月　　　日

所属名：

電話番号：

E-mail：

参加申込書

令和元年度「県・市町村青少年相談担当職員研修会」

担当者名：






